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都府宇治市慣島町目川 100番 地

事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 書 《延 ) ・
変 更)

山崎製パン株式会社京都工場 工 場長 長尾哲夫

0 7 7 4  -

た 〕 該当する口には レ印を記入してください。そ定事業者以外でロエ参加さ4■る事業者の方|せ レ中の記入は不要です。

2 rを 挙午液Jと は計HI如‖]の市6年度を、 「日標年度Jと はil阿""的のn終 年度をいいます.

3「 T栄 所寄排出区分Jと は な 打府!lsの事業所等の4r業活動のためのエネルギーのtL,コにlFい発生すると室劾来ガスを r輸 送HrtttlⅢl区分J
とは 由 JllⅢ型た事業者についてはtt,1の本拠のイヒ性を京椰府内とするlr11の排!」する過と効米ガスを 鉱 道事業者については保有する貨効Ⅲ
両又は旅ぞⅢ両の排出するほ室//1j呆ガスを 「その他Jl‖Ⅲ医分Jと は 上 冊以外の京都frt内における事業所守の41来活動にイⅢい発化する松室//j

災ガスをいいます。
4「 ヤ記軍項Jに は 平 成2年度 (199()年 度)を 速tlとした排‖!なの対比やエネルギー原JとセC02排 は揖 行 エネ製品,分など他者のH.室効

果ガス排H!Hl減への責は グ リーン前たの採,H 特定フロンなどの条切指定外の子は上効八ガスの市,渡などを池入してください。

特定事業者の
主たる業種

ン

該当する事業
者要件

マ 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換
算して1.500キロリットル以上))
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラックス
はバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規則第 10条 第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事
業者 (二酸化炭素に換算して3000トン以上))
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計 画 期 間 平成  18年 4 月 平成 20年 3 月

基 本 方 針 エネルギー消費効率の改善、廃葉物の発生抑制 。リサイクルの推進、全部門での環境マネジメントシステ
ムの導入等により、C02の 削減を目指す。

推 進 体 制 環境推進会議の設置と、実施計画の策定、月毎の進捗管理システムを構築する。

年度ごとの具
体的な取組及
び措置

工

】8～ 39 蒸気配管設備 ステーム トラップを定則的に診既 不 良品の交tAを実施する。 22ヽ 1/年 削減

〕8～ 】9 エアー設備 エアーおれ 映さっはなしは そのF「度改核じエアーコンブレッサー動力のbJ渡を図る 25kL/年 削減

1 8
一般空調設備 食′ヽン 菜 予バン仕込包竣空測を室内術壊式に改善する.20ヽ L/年 朽J渡

18～ ]9 出荷 。輸送部門 アイ ドリングス トップの央施率を高め又タコメーターによる速度管理を実施する。

18～ 〕9 電気設備 変電室 トランスを高効率 トランスに空断する。 33kL/年 削減

温室効果ガス
の排出量等 排出区分

基牢年度 (英積,
(17)年 度

〈二磁化抜糸携算 (t))

日凛年度 (計画)
(19)年 度

(二酸化炭素換算 (1))

削滅率

(計画)
〈%〉

A事 業所等排出区分 201942 t t
-54 %

B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t %

排出合計 1           少 9942 t 2      198r, t ヤ'4%
その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標2

争 (1

森林の保全及び整備 (軽輛価猫) 〈崚1【出) t

整の木材の利用 <利 用抵) m) (Hl済畳) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(売電曇) とvh (Il減畳) t

(熱″tttS) (hl減量) t

グリーン電力の購入 (跡入最) 〈あり減n) t

削減量等合計 t

差引排出量

(排出合計―Hl減年合計)

基準年度 (実績) :度 (計画) 肖」械率 (計画)
'1        29942t 112)1,S】      ′ ?本 ′2 t 、j牛 %

特 記 事 項 1 17年 度 く基IF年度)C02排 出量は対前年度比95 0%で 5%の 削械が図れた。 (電気 ガ スのみ)
・1 5tポ イラー I合更新 原 前h換算202kL/年 門」減
・エアーコンブレッサー 1台更新 台 数制御含む 原 l11換算 1lkL/年 tl波
・配分場】q明省エネタイプに更新 (400台 ) 原 湖i換算28kL/年 消J誠
・食バンIt型洸rF機ブロア自動究Ff 原 油換算29kL/年 削減
・工場吸収式冷根水機で配分場空調をまかない配分吸収式冷温水機を停止 原 洲1換算31kL/年 削減
包物 ロ ールラインファイナルプルファー空調機インバーター運転 原 常h換算 13kL/年 村Ⅲ減
ポイラーブロー量削波 原 MH換算52kL/年 削減 他

2 従 業員の環境教育実施
8 地 域の実化清掃活動への参加

運 絡 究 担 当 部 署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ リ番 号


